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  1緒   言

 トリパ ノゾミアージスの冤疫學的研究に於 て其琵疫物質の遺傳に關する研究 も亦當然行はる

べき興味ある問題であ る.冤 疫の遺傳に關 してはEhrlichが リチ ン,ア ブ リンを以てせるマ

ウスの系統的實験以來数 多の研究者によつて異なる實験材料,試 験動物,検 索方法 を用ゐ攻究

を重ね られて居 る。 原生動物及びスピ・へ一タのこれに關する業績に も色々ある・Kleine u・

Mδ11ersに よれば,犬 ピロプラズマ病に於て防禦抗膿は新生動物に移行 するも短時 日で清失 し,

叉他働的であつて,仔 の琵疫艦受納には個艦的差異があるとなし,三 木氏はダットン氏再蹄熱

に於 て,胎fヂ が経胎盤的に及び新生仔が哺乳によb冤 疫を受 けることを謹明 した.Messikは

熱帯 レイシユマニアを以てのマウス免疫に於て り一ケンベ ルグ氏血小板帯荷現象 を示標 とし此

嶺實を謹明 し得なかつた と云ふ.如 斯其成績の一致を映 くものあるに もせよ,母 艦の琵疫盟が

胎盤 を通 じて胎仔に移行 し,又 哺乳によりて仔 にその移行するの事實は甚だ興味あることであ

る・當教室に於て も嚢 に柳川氏がマウスの再餅熱に於て,母 騰の免疫燈は胎盤を蓮 じて仔に移

行 し,其 移行ナニるや他働的であ り,同 腹に生れナニ仔の冤疫膿 は略一様に保有 するものが多い と

云ふ結論を得,爾 哺乳によりてそれが新生仔に も移行することを諺 明 して居 る.ト リパ ノゾミ

アージスの之 に關する研究 としてはStuhmerが トリパ ノゾーマ犬 について母孚L中なる抗鵬が

哺乳により乳兇に移行せ りと推定すべき所見を得たといふが,未 だ詳細 なる研索がない.於 蔽

余は松本教授の命に從ひ本lI題 の研究に着手 しt二教第である.

 而 して トリパ ノゾーマの内で特に トリパ ノゾーマ ・エクイペル ドウムを選び,試 験動物 とし

て家兎を使用した.ま た冤疫艦の検索方法 としてはアグ ロメラチオ ン現象の検査 に依 る事 とし

テこ・

 アグ ロメラチオン現象 とは被瞼動物の血液乃至血清 に トリパノゾーマ含有血液 を加へ7こる揚

                   (澱)
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合 一 定 時 の 後 起 る凝 着 反 慮 で,1900年Laveran et Mesni1が トリパ ノゾ ー マ の 研 究 中 に初 め

て注 目 し,1905年Prowazekに よ り命 名 せ られt:も の で あ る・

   II實 験 材 料

 1)試 猷:分 娩 日の推定姫 娠家 兎を購入 し叉 は任意に妊娠 され た家 兎を用 ひた・妊娠 申は特 に飼養 に注意 を

棉 ひ,食 飼 としてオ カラを十分 に與へ,毎 日新鮮な る野茱 を添 加す る等 して,分 娩 に好都合 ならしめた・

 2)ト リパ ノ ゾーマ株:九 州 帝國大學細菌學敏室 よV譲 與せ られた トリパ ノゾー マ・エクイペル ドウムで・

當敢 室和田學 士の使用 に供 した株 であ る・植綴 にはマウスを用 ひた・感染 マ ウスは接種後3日 にして弊死 す

るが常であつ た.

 3)接 種 材料:ト リパ ノゾーマ感染 マウスの尾端 より歎滴 の血 液 を探 り,之を生理 的食監水 に浮游 せ しめた

もの を家兎 への接種材料 とした.

   III實 験 方 法

 妊 娠 家 兎 に トリパ ノ ゾ ー マ浮 游 液 を静 脈 内 或 は皮 下 に接 種 感 染 せ しめ ・ 分 娩 後 の親 仔 の卑 液 に つ き倍 数 稀

糧 法 に よつ て ア グ ロ メ ラ チ オ ン現 象 を検 す る の で あ る.健 康 家 兎 の血 液 乃 至 血 清 に トリパ ノ ゾー マ 含有 血 液

を 加 へ て も何 等 ア グ ・ メ ラチ オ ン現 象 は起 らない ・生 仔 の血 液 に就 て も同 様 で あ る・ 探 血 方 法 は成 熟家 兎 に

於 て は 耳 翼 血 管 穿 刺 に よ り,新 生 仔 に於 ては 心臓 穿 刺 に よつ た ・トリパ ノ ゾ ー マ に感 染 した る家 兎 は20-40

日位 で 必 ず 勢 死 す るか ら,姐 娠 中か 或 は 分娩 後 に 於 て疾 病 の極 期 前 後 に櫨 重1kgに つ きサ ピオ ール ナ トリ

ウム0・039を 隔 日乃 至3日 目;c 3回 注 射 した・'

 余 は次 の5の 場 合 につ き先 天 性 免 疫 に關 し観 察 を遂 げ た.

 a・妊 娠 家 兎 に トリパ ノ ゾー マ を接 種 し て分 娩 後 の母 及 び 生 仔 の ア グ ロ メ ラ チ オ ン現 象 ・

 b・ 分 娩 當 日に 於 け る親 仔 の ア現 象 槍 査 ・

 c・正 常 家 兎 の乳 汁 を以 て免 疫 仔 家 兎 を哺 乳 す る場 合(交 換 試 験)の ア現 象.

 d・ 免 疫 家 兎 の乳 汁 を以 て正 常 仔 家 兎 を哺 乳 す る揚 合(交 換 試験)の ア現 象 ・

 e・分 娩 後 母 家 兎 に ト リパ ノ ゾ ーマ を接種 し て哺 乳 せ しむ る場 合 の ア現 象・

 ア グ ロ メ ラチ オ ン現 象 の定 量 法:口 樫4mm,長 さ約4cmの 小 試 験 管 を所 要 の数 だ け試 験 管 立 に並 列 し・

1ccの ツペ ル ク リ ン注 射 器 を 以 てそ の 各 に0・3 ccの2%チ トラ ー トプ イ ヨ ン を容 れ, i欠で 第1管 に被 検 家

兎 の 血 液0・lccを 注 加 混 和 し,混 和 液 の0・lccを 採 つ て第2管 に移 す ・ 同 檬 操 作 を順 次 第3,第4・ ・第7

に施 す こ とに よつ て 可瞼 血 液 は4倍,16倍,64倍,256倍,1024倍,4096倍,16384倍 に 稀繹 され る・ 尚 中

間 に2倍 稀 繹 の もの が 必 要 な る時 は之 等混 和 液 とチ トラー トブ イ ヨ ン の當 量 を混 ず れ ば よい.こ れ 等 稀 繹 血

液 の 一 小滴 を そ れ ぞれ オ ブ エ ク トグ ラ ス上lc滴 下 し,之 に極 期(接 種 後2日 目)に 達 せ る トリパ ノ ゾ ー マ感 染

マ ウ スの尾 血D一 小 滴 を添 加 し ヂ ッキ グ ラ スの 一 邊 を以 て よ く混 和 して,こ れ を覆 載 し,室 温lc 3-5分 間放

置 した 後 ・イ ン メル ジ オ ン(強 い電 燈 光 源 の下 に)で 鏡 査 した.此 場 合 ト リパ ノ ゾ ー マのAutoagglomeration

は殆 ど起 さな い・ ア グ ロ メ ラ チ オ ン現 象 の 強 弱 を表 示 す るに 次 の如 く した.

 冊 ト リパ ノ ゾー マ が 多 数 集 團 して毬 状 をな し居 り,個 々游 走 す る もの を殆 ど認 め な い 時 ・

 廿 ト リパ ノ ゾ ーマ の 集 團 が 前 に 比 し少 し く小 さ く,そ の 間 に 僅 少 の溝 走 ト リパ ノ ゾー マ を認 め た る時 ・

 若 トリパ ノ ゾ ー マの 集 團 が 前者 よ り小 さ く日向草 花 の如 き状 をな し,相 當 の 游 走 トリパ ノ ゾ ーマ を認 め

る時.

                     (55)
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十 トリパ ノゾーマが一重 菊花状 に集合 し,多 数の溝 走 トリパ ノソ㌧ マを認 め る時。

± トリパ ノゾーマが2匹 乃至3匹 相牽 引せ る状 を呈 し,大 多数の トリパ ノゾーマは個 々游走せ る時・

一 トリパ ノゾーマが全 部個 々游 走せ る時.

  IV實 験 成 績

a・雄 娠 家 兎 に ト リパ ノ ゾー マ を接 種 して分 娩 後 の 母及 び 生 仔 の ア グ ロ メ ラチ オ ン現 象

                第  1  例

 
 

 
 

                第  2  例

1裁 編 母。航1-dat・ ・116(1)* ldiN・・116…、、
・ 後敷 ↓螺 講 護125護、1。熱1、欝,_1膿 藷 鎌 、_1器 臨 集㌫

1934
281111 接 種
3/1V    l
61"     2

9/"    3
28/" 分娩    冊 冊 甘 壬十 廿 + -
6/V   8日 目       十ト ーt-i- 十←  十ト  +   十   一  斗十 十  十  十   ±    一  +  +  十   +   一   一
13/"15日 目                死 亡
18/"20日 目           死 亡

                第  3  例

    槍 分経     母      親         仔

    査 過 サナ注  No・147  'No. 147 d)No・147C2)
      娩 ビト射  ア  現  象   ア 現 象 ア 現 象

    月 目 樗 回 血 液 稀 繹 倍 藪 磁 離 騰 磁 鐸 倍数    
日 微 ・レ轍4・16・64・256・li・24・14・96・4・16・64・4・16・64・

    1934

   15/IV 接 種   2
1/"     1

   24/"    2

   27/"    3

   醤IY諮 目t#章 草 ‡ ± =砦+一+卜+-
    21VI 20日 目     +  +  ±  一   一   一  ±  一  一  ±  一  一
    8/" 26日 目    + + 一  一  一  一  一 一 一 一 一 一

                  (56)
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                   第  4  例         ・

 槍 分経    母   親               仔

育 娩習簿 。!)!E'窺S!一!一'118、、WW'kl8ki)甥8裂 響 景}聖 農WW'lii82,)
・ 鰍 螺 、。、1鵠謡 。鶏 、。妾騰 鶴 灘 鶴 灘 欝 驚 篁鵠 驚 際

1934
15/1V 接種
21/"    1
24ノ"    2
27/"    3
4/V 分 娩    耕 柵 柵 甘 十 一
141" 10日 目  柑 料 卦+ + 一 什 卦+一 粋 甘+± 什 彗+一 粁 卦+± 什 卦++
                                   死 亡    死・亡
20/"  16日 目     十キー 十十 一ト  ±   ±   一  十十 +  一  一 一t十 ±  一  一  H一 十  ±  -
23/"19日 目              死 亡
3/VI 30日 目    十 ± 一 一  一  一 十 一 一 一         十 一 一 一
91"36日 目  +一 一 一 一 一 ± 一 一 一     死 亡

19/" 46日 目   +一 一 ～ 一  一 一 一 一 一

                   第  5  例

    検 分経      母   親            仔

    葺 娩書錨 。 》 象 饗0暴 饗0簑1聖 謬
    ・ 後数 畷 、。116。1慧1轟灘96篶19警、16,8、×艦 難鶴 離 讐騰 鷺 朧
    tg35

   1211V接 種   21!" 
分娩    丹 督 昔 遥十 十 十 +  ±   24/"    1

   26/"    2   
28/"    3

   1N 10日 目   若 荘+ + + 一 一  一 十++ 一++± 一+十+ ±   
12/"  21日 目      十÷ +  +  ±   一   一   一   一  +  +  土  一  +  +  一  一  +  +  ±  -

   191" 28日 目    ++ ± ±  一  一  一  一  ++ 一  一 + ± 一 一 + ± 一 一
   26/" 35日 目   ++± 一 『  一  『  『 ± 『 『 一 ± 一 一 一 ± 一 『 -
   311"  40日 目      →一 →一 一  一   一   一   一   一  一 一  一  一  一 一  一  一  一 一  一  一

              b.分 娩 當 日に 於 け る親 仔 の ア現 象 検 査

                   第  1 例

  検         親                仔

  査           No.10g         No.109(1)    No.109(2)    No.109(3)

  月    ア 現 象   ア 現 象  ア 現 象  ア 現 象

  臼      」血 液 稀 輝 倍 数    血液稀繹 倍数   血液稀繹 倍数   血液 稀繹 倍藪      
4×ユ1{凶164xl256×llo24×[4096xl8192×ll63s4×4xl1幽64×1256×llo24×4xlt6× 1餌×1256xilO24×{凶!堕」6巫趣11墜 吝

  1934

  4/VI接 種
 11/" 分娩 惜 惜 昔 粁 彗  +  +  一 昔 昔+ ± 一 卦 葺 + ± 一 甘 粁+ ±  一

                  第  2  例

      検       親             仔

      査   N・・}35  N・・135(3)'N・・B5④'Nαr35(5>NTo. 135(6)No. 135(7)

       月   ア 現 象 ア現象 ア現象 ア現象 ア現 象 ア現象
           血 液 稀 糧 倍 数 血液稀繹倍鍼血液稀澤倍勲 血液稀濯倍瓢 血液稀繹倍敷 血液稀得倍歎       日

          4×116×[M×1256>(llO24×i4096×4X【16><「64×4Xl16X(64×4×116>(164×4Xl16×i64×4×ll6>〈164×

      )935

      12!IV接 種

      18ノ" 分娩 昔++ + + 一++一++一++一++一++一

                     (57)
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                  第  3  例

     槍          親

     杳    No. 137   N・・ 137(1)「

      刀   ア 現 象  ア 現 象1      
日   血 液 稀 繹 倍 数  血液稀繹倍数1

         4×(16×164×1256×ko24×14096×18192×i16384×4×i16X(64×1256×ltO24×
     1935

     1211V接 種

    20/"   分'娩斗什 十V 十  十   十   十   十   ±  十ト 十  十  十   一

                      仔

                No.137(2)    No. 137(3}    No.137(4)

                ア 現 象  ア 現 象  ア 現 象

               血液稀繹倍数   血 液稀繹 倍数   血 液稀繹 倍数

              4×116×164XI256XlIO24×4Xll6×164×1256XItO24×4xlI6XIMxl256>(IIO24×

              甘 十 十 十  一 什 十 十 ±  一 粁 十 十 十  一

                  第  4  例

 槍          親                 仔

査     N・・176    N・・176(D  N・・176(2)  N・・ 176(3)

月   ア 現 象   ア 現 象 ア 現 象 ア 現 象       
血 液 稀 繹 倍 藪     血液稀繹 倍藪   血液 稀繹倍数   血 液稀繹 倍数 日

    4×[16rklMXI256XlIO24×14096×18192Xl16384×4×116>(IM×12S6×llO24×4×t16×IM×1256×llO24×4×116×164×IZ56×1024×
1935

22/V 接種
1/VI分 娩 昔 什 一汁 + + + +  一 昔++ +、 一 廿!+十 十 一 管+1+ + 一

                  第  5  例

 検       親               . 仔

査   N・・174 N・・174(DN・ ・174(2)N・ ・ 174(3)IN・ ・174(4)N…174(5)N・ ・174(6)

月  ア 現 象 ア 現 象 ア 現 象 ア 現 象 ア 現 象 ア 現 象 ア 現 象
      血 液 稀 繹 倍 歎 血液稀騨 敷 血液稀繹倍散 血液稀繹倍歎 血液稀澤倍数 血液稀澤倍数 血液稀繹倍敷 日

      4× 116× 164×  4× 116×  4× 116×  4× 116×  4× 116×  4× 116×  4× Ii6×
1935
27/v 接 種
31/" 分娩  +  『  『  一  『  一  『  『  一  一  一  一  一  『  -

  c.正 常 家 兎 の乳 汁 を以 て冤疫 仔 家 兎 を哺 乳 す る揚 合(交 換 試 験)の ア グ ロ メ ラチ オ ン現 象

                 第  1  例

  検 憲 『灘 墾  免 疫 被 罐・ 孚L家 兎

  葺 義 」1堂 叛1窒 胃1睾 甥1睾 甥1窒

  日 最  、鷹i講 。、。讐欝 幾。、。襟 難 幾。、。襟 辮.
  ig34

  31VI分 娩
    交換

罫 鵬 昌  督 若+一 什+± 『 什+土 一 昔 莞 芒 『
 271" 24日 目      →÷ 十 一 ny →÷ 十 『 『 昔 十 ± -  1/VII

 28日 目    死 亡

  劣1娼 昌     _.. 死 亡

                    (58)
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                第  2  例

       検 蓋 正常鴇家兎 簸 被・犠 乳 家 兎
       査 後 正 常No.135(1) No.135(2)

       月 嚢    ・ 現 象 ・ 現 象

       ・ 最  、讐 讐 驚 、鰭 讐 際
      1935

      19/1V 分 娩
         交 換
      29/"  10日 目       ±  『  一  十  ±  H
      g/V   20日 目          一   『   一   一   『   一

                第  3  例

    槍 蓋 璽 舗 家兎 免 疫 被(犠 乳 家 兎
    査 後 正 常 No.137(5)  No.137(6)

    月 釜  一 ア 現 象  ・ 現 象

    ・ 最  、許!幣 欝1箋 、。、許1響 農警}塾、×
    1935
   20/1V 分 娩
       交 換
   30/"  10日 目  '     砦  +  十  一  +  +  +  -
   10/V  20日 目          +   一   一   一   十   一   一   一
   151"  25日 目        +  一  一  一  +  一  一  一
   20ノ" 30日 目       +  一  一  一  ±  一  一  一
   22ノ"    32日 目                _    _    _ 、  _     _     _    __    __

                第  4  例

槍 舞i『灘 錘 免 疫・ 被(犠 乳 家 兎
 査 後 正 常 No・141(1)  No・141(2)  No・141(3)

月 難   ・ 現 象 ・ 現 象 ・ 現 象

・ 最  
、。畿 膿 銑護、。 。織 蔑1鶏 幾、。、。農慕1讐 、lili-ill;,lll2、×

、聯 厩       1 旨I l 1 1

砂 輪  #‡ ‡ ±に#‡1‡ 劃=1‡1‡ 聴1コ
20/" 28日 目             死'亡 1

歓、llll lilE≡ に 田1一 圭劃≡≡陰
                第  5  例

検 姦 正常鶴 墾 免 疫 被 ・鵠 乳 家 兎

 査 後 正 常 No・7(1) No・7(2) No・7(3) No.7(4)

月 遜   ・ 現 象 ・ 現 象 ・ 現 象 ・ 現 象
・ 最  

、譜 懇膿 。、纈i辮 。、纈 辮 。、辮 鷺.
 1935                                        ・

 6/V 分 娩 
8/" 交 換

18/" 10日 目      + 十 ± 一 + + 土 一 + + ± 一 昔 + + ±
28/"  20日 目            +  +   ±   _   +  +   ±   ～   +  +   _   _   →_  +   ±   _

 7/VI 30日 目        十 一  一  一  十 十  一  一  十 ±  一  一  + ±  一  ～
12/"   35目 目             一  一   一   ～   =ヒ  _   _   _   _  _   _   _   =ヒ  _   _   _

16/"39日 目           死 亡

17/" 40日 目     一 一 一 一 一 一 一 _       __ _ _

                  (59)



       トリパノゾミアージスの先天性免疫に關する實験的研究

             第  6  例

     槍 蓋 正常囎 家兎 簸 被牌)乳家兎
     査 後 正 常No.175(1)No.175(2)

     月 醤   ・ 現 象 ・ 現 象

     ・ 最   許弊 縷 要弊 鰻
     1935

    31/V  分 娩
        交 換           一    1

0/VI lO日 目       一  『   『  『

    13!"  13日 目      1 一  一  一  一

             第  7  例

槍 蓋 正常囎 家兎 免 疫 被 ・導・ 乳 家 兎

 査 後 正 常 No.177(1)  No.177(2)

 月 欝    ・ 現 象  ・ 現 象
・ 最  

、蝶 藝1警 農、。 、許1響r驚 警1箋、×
 t935

 1/VI 分 娩
    交 換

ξ1-1昌 昌l  r+尭 .1割 ± け 隣}芒 『

  d.冤 疫家兎の乳汁 を以て正常仔家兎を哺乳する揚 合(交換試験)の ア現象

             第  1  例

槍 蓋 免 疫 哺・紛 乳 家 兎 被 哺・1}・家 兎

 査 後 サナ注   No・121   正常(1)正 常(2)正 常(3)

月 難 享書射 ・ 現 象  ・現象 ・現象 ・現象
 日 日1ウ 回 血 液 稀 繹 倍 数 血液稀繹倍轍血液稀輝倍蝕血液購 倍数   鍛

・レム蜘 ×D6×164・1256×/024・14096×18192×4×il6・4xll6×4×116・

1934                 ,              1
171V 接 種
291"          1              ,          1     1
311"     2
2/VI 分 娩  3  冊 惜 甘  粁  十  十 1『
31" 交 換    冊 惜 粁  督  + 1+ 1『         : I

I3/" 10臼 目   冊 柵・1十 什  +  一  一 一 一 一 一

繍 ぼ∵ili■1陣 陣

               (60)



            トリパノゾミアージスの先天性冤疫に關する實験的研究

                   第  2  例

    検 蓋 免 疫 哺,親)乳 家 兎  被 哺 ・糖 兎
    査 後 サナ注    No・109    正常(1)正 常(2)正 常(3)

    月 嚢 尉 射  ・ 現 象  ・現象 ・現象 ・舩

    ・ 最 躍 、。116轟、。9,,、。喬24。畿,6。億192系6384。饗 課 禦稀謙 響欝
・ 騒 擁      1   【

   ll/" 分娩    辮 冊 什  荘  昔  +  +   一 !      交
換                      I

   ll1:  1     11   ill:
,,目3璽    i   死 亡  1

   21/"10臼 目               死 亡 '

   li繍鋸 荘蝋 茎i主1≡:1≡   ≡≡

                   第  3  例

検 蓋 免 疫 哺、親,乳 家 兎  被 哺(浩 家 兎

 査 後 サナ注   No。135   正 常0) 正常(2) 正常(3) 正xe (4)

月 難 享脚 ・ 現 象 ・現 象 ・現 象 ・現 象 ・現 象
・ 最 螺

似1 1織1鵠 、篇16識 総 難 鵠 離 驚 鵠 欝 騰 騰 驚騰
1955

121正V 接 種

18/" 分 娩    +++ + + 一 『  -

19/" 交 換  1 静++ + + + 一  一
22/" 3日 目 2

25/"  6日 目  3
29/"   10日 目       十1- 十一1- 十ト  十ト   +   十   +    一  +  +  +  一  +  +  ±   一  +  +  一  一  +  +  -F   .一

                             死 亡    死 亡9/V 
20日 目  , 碁 十を + +  ±  『  "一  『  † t+: 一 『                  + + 『 一一

}lll魏 昌 ‡‡‡ ±=:==壬 に ニ コ     耽 工=

                   第  4  例                  ●

  検 霧 免 疫 日賎親、乳 家 兎  被 哺(為 家 兎
  査 後vナ 注   No.137   正常a)正 常(2)正 常(3)正 常(4)正 常(5)

  月 遜 恥 射 ・ 現 象 ・嶽 ・現象 ・現象 ・現象 ・現象

  ・ 最 認 、。1諾蒜 鵠 、綜,_辮 欝 灘難 騰 窯 欝 繋欝
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                    第  5  例

検 蓋 免 疫 哺㈱ 乳 家 兎  被 哺(乳仔)家 兎

 査  後 tiナ注        No.7        正常(1) 正常(2) 正 常(3) 正常(4) 正常(5)

月 醤 尉 射 ・ 現 象 ・轍 ・現象 ・現象 槻 象 ・現象

・&囁
。116。,繍,。、護、。,嵩819幾,638警1,2,68。籍 欝 籍 欝 似,灘 驕 舞難 欝

1935

27μV 接 種

7!V 分 娩    柵 斗什 什 粁 十 十 十  ±  -

8/" 交 換  1 冊 冊 粁 十← 十  十 +  +  -

11/" 3日 目 2
14ノ"    6日 目   3

18/" 10日 目   丹 砦++ + 一 一 一 一 ++一++一++一++一+士 一

28/" 20日 目    一1-1-十卜 +  +  +  一  一  一   一  + + 一+ + 一+ + 一 十 + 一+ 一 一

3/VI 26日 目 死

6/"29日 目 死

7/"30日 目 +++± 一 一 一 一 一  死 一 一 一  一 一 一

                    第  6  例

   槍 姦 免 鮪 ボ 家 兎  被 哺 、斧・ 家 兎

   驚 購 。M鏡175)象 鶏(k)幾2藁1幾3彙1鶏
      日 1ウ回  血 液 稀 繹 倍 数  血液稀繹倍籔血液稀繹倍数血液稀糧倍数血液稀繹倍数   日

      籔1・ ム蜘 ・ い6・164・}256・bo24・4・ い6・164・4・b6・164・4・116・64・14・116・i64・

  1955

  22!V 接 種  
29/" 分 娩    廿 砦 + 十  一

  311" 交 換

  1NI    l

  4/"     2

  7!"     3

  10/" 10日 目   暑 砦 + +  一 + + 一 + 一 一 + + 一 + 土 一  
21/"  21日 目     十㌢  +  +   ±ニ   ー   ±  一  一  +  一  一  一ト  ー  一  +  一  一

  26ノ"  26日 目       →一  十   +    ±    一    一   一   一   ±=  一   一   ±   一   一   ±   一   一

  1/VII31日 目     十  十  十   一   一   一  一  一  ±  一  一  一  一  一  一  一  _

  6/"   36臼1目        十   +   十    『     一    『   一   ny  -   一   『   一   一   一   『   『   一

                    第  7  例

    槍 蓋 免 疫 哺・親IL家 兎 被 哺 ・蕎 家 兎
    査 後 サナ注  No・(174)   正常G) 正常(2) 正常(3)

    月 聾 尉 射 ・ 現 象 ・現象 ・現象 ・現象

    U&ル 瑠 、。1書。1謡 、幕 。警。96。磐携難 警磐1灘 讐書婆藷難 警
    1935

   27/V 接種
   31/" 分娩    + 一 一  一  一  一
       交換    

1!VI    1

    4/"     2
    7/"     3
   10/" 10日 目    粁 粁 十} 十  十  一  十 十 一 十 十 一 十 十 一
   201" 20日 目   什 十← 十 +  一  一 + 一 一 + 一 一 + 一 一
   251"  25日 目       十}  十←  十   +    一    一   十   一   一   十   一   一   +   一   一
   30/" 30目 目    i÷ 十 十  十  一  一  十 一 一 十 一 一 土 『 -    

51VII 35日 目     +  十  +  +   一   一  ±  一  一  十  一  一  ±  一  一

   10/" 40日 目    + 十 十  土  一  一  一 一 一 一 一 一 一 一 一

                      く62)
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  e.分 娩後母家 兎に トリパ ノゾーvを 接種 して哺乳せ しむる場合のアグロメラチオン現象

                  第  1  例

  検 ア後       母               仔

ll難 器議 嘉灘叢 羅叢 轟
 1934

 2/V 分 娩 1
21" 接 種

 151"       一 一 一 一 一  一  一 1
61"               斗十  十  十   一   一    一   一

 191"     1

 20!" 4日 目  柵 料 廿 昔 十 十 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 221"     
2

 25/"     3

 26,「" 10日 目   帯 十トi十 1十 +  十  一              一 一 一 一 一 一一

 30!"   14日 目      十モ ぜ十 →十  +   +   →一   一  +  一  一 十  ±  一 「ト ー  一  +  一  一  +  士  一

           母 家 兎 下痢 の ため 離 乳 す

 21VI 17日 目    →十 十÷1廿1+1+ トー 1- 一 一 一 『 一 一 『 『 一 一 m - 『 一 『
          ●

                  第  2  例

   検 ア後       母         葦

喉驚1誌 装 為 謙鑑諜1
   日 盟 ル ・Va 4。116。164。1256。ll・24。 i4・96。4。116・4・i16・

                ' 第  3  例

 槍 ア後         母                仔

葺蓄雛 血it罵 歪藪諜1謙1講1
日 嚇 ル 磁4

。116。164。1256。ll・24・14・96・2・14・2。14。2。14。

1935

22/1V分 娩

26/" 接 種

30/"        『  『  『  一   一   一
1/V          十ト  十   十   +   一    一

41"     1

7ノ"     2

10/"     3
11/" 10日 目    暮  粁  十  十   +   『   『  『  一  一  『  『

161"   15日 目         十卜    十     十     +      ±       『      一     『     一     一     『     『
211"  20日 目        一}÷    +    十    十   .  一      一     ±     一     ±     一     ±    -

26/"   25日 目         一i-1-    十     十     十      一       一      一     『     『     一     『     -

31/"30H目 十 十 十 土 一 一 一 一 一-一 一

                    (63)



           桐 パノゾミアージスの先天性免疫に關する實験的研兜

                  第  4  例

 検  ア後        母                 仔

瀟 難 血議 義 諜 諜 講諜講講
日 囎 ・レ職4

・116。164。1256。ll・24。14096。2.14。i8。 Z。14。18。2・14。16・2・14・18・2・14・18・

1935
21VI 分娩
4/" 接 種
71"        一 一 一  一  一  一
8/"        + + +  +  ±  -

161"   8日 目   1   →Hト  十←  +   rト    +     一   一  一  一  一  一  一  一  一  一  一  一  一  一  一  一
19!" Il日 目 2 昔 督 +  +  +  一  一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
22/"     3

24!" 16日 目   十も 十 十  ±  一一一  一 +十 一 十 一 一+士 一+一 一 十 一 一
27ノ"                             死
29/" 2t日 目   十+ + 一 一  一 一 一 一    一 一 一 一 一 一 一 一 一
1/VII                           、           死4/" 26

日目   +十 一 一  一  一 一 一 一    一 一 一 一 一 一

                  第  5  例       '

    検  ア後         母              仔

    育1響1講 血誌 罵 倍象L.,諜 諜 講
    日 囎 ・レ磁4。116。164。1256。ll・24・14・96・18192。2。14・2・14・2・14・

    號 頒            1
    4/" 接種
    71"        一 一 一  一  一  一  一
    8/"        十 十 ±  一  一  一  一
   16!"     1
   19/" 11目 目 2  昔 十ト 昔  十  十  ±  一  一 一 一 一 一 一
   22〆"     3
   24/"  16日1ヨ     膚十 十卜 一t-1-  十   一   一   一  一  一  一  一  一  一
   29/" 21日 圓   廿 + + ±  『  一  一  『 『 m - - ny    

4/VII26日 目 ' + + + ±  一  一  一 一 一 一 一 L -

    g!" 31日 目   十 十 十 一  一  一  『 『 『 『 一 一 一

   V 総 括 並 に 考 案

  ト リパ ノ ゾ ー マ感 染 に よ り親 家 兎 に獲 生 した冤 疫 物 質(ア グ ロ メ リ ン)が 生 仔 に移 行 す る や否

や に就 τ は,a・b-cの17實 験 例(同 腹 の 仔数 は2-6匹)に 見 ら る 、如 く分 娩 當 日の 槍 査,及 び

生 後8日 以 後,冤 疫 仔 家 兎 を正 常 哺 乳 家 兎 に交 換 後7日 以 後 に於 て歎 回 に互 る鹸 査 の結 果 同 腹

仔 に して一 様 に陽 性 を示 す もの14例,陰 性 を示 す もの3例 あ つ た.こ の3例 は母 罷 の 冤疫 護

生 が 特 に 不 充 分 な る揚 合 で あ つ た・ 叙 上 の威 績 よ り観 て ア グ ロ メ リン は仔 に移 行 す る こ とは明

か で あ るが,母 龍 の 冤 疫 獲 生 の特 に 不充 分 な る もの に於 て は そ の移 行 を見 な い.然 らば これ は

妊 娠 中胎 盤 を通 じて 胎 仔 に 移 行 す る もの で あ るか,或 は 生 後 哺 乳 に よつ て行 は れ るか.第1の

問 題 に封 す る†こめ分 娩 當 日 の 仔 の ア現 象 を見 た,そ の 成 績 はbの5實 験 例 中4實 駿 例 まで 同

腹 の 仔(3-6匹)全 部 が 陽 性 を示 して居 る.こ の 成績 に よ りア グ ロ メ リン は母 罷 の胎 盤 を通 じ

て 仔 に移 行 す る こ とは明 か で あ り,ま ナご免 疫 母 の 同 腹 仔 は 何 れ も一 様 に ア グ ロ メ リン を保 有 す

                     (64)
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るものが多いことを知つた・第2の 問題 に郵する實瞼 として交換試験帥ち冤疫母に正常仔 を哺

乳せ しめ,ま た分娩後母家兎を冤疫 して哺乳せしめた.自Pd-eの12實 瞼例が之である.dの

7實 験矧中交換後10日 目の検査では5例 が全部陽性で2例 は陰性であつた.14日 口以後の強

査では全部陽性を示 して居 る.eの5實 験例中陽性なるもの4例,陰 性 に終つた もの1例 で

ある.即 ち12實 験 例中11例 に於 τア現象の陽性 を見,陰 性は唯1例 に過 ぎない.こ の威績 よ

り母膿 のアグ ロメリンは哺乳によつて も亦仔に移行 することが明か となつず二.母 艦にアグ ・メ

リンの護生 を見ナこ時 これが直 ちに仔に移行するものな りや或 は相當の日数 を経 て後初 めて仔に

移行 するものな りや といふに,bの 實験例に就て見るに,妊 娠家兎にアグ ロメリンの磯生 する

や3-4日 の後には胎盤 を通 じて生仔に移行するであらうと推定 される.何 となれば接種後略4

日目にア現象は母艘に出現するを以てそれから分娩迄 の日藪を算定すればよいのであ る。又哺

乳によりて維 口的に移行する揚合はd,eの 實験例 に就てこれを観 るに交換後及びeの 母家兎

にア現象出現後少 くとも10日 間の哺乳期間を要するや うである.母 艦 より生仔に移行 し仁ア

グ・メリンは生仔の膣内に幾日間保有 されるかの問題 を観察 して見 るに20日 以上40日 以内の

もの最 も多 く,而 も40日 以内には全部清失する.母 仔の間に於けるア現象債 を比較 するにa,

b,c, d, eの 全例 に於て之を槻察すれば一般に親の反慮度 より低いことが判 る・ 叉母家兎の高

度のア現象を來 す ものは仔に も張 く,親 の冤疫債の弱い時は仔のア現象 もその度弱 く或は陰性

を示す・故 に仔のア現象の程度は母腿のそれに比例するや うである・以上の實験成績 を更に総

括すれば トリパ ノゾーマ感染により焚生しすこ冤疫物質(ア グ ロメリン)は仔 に移行する・勿論 そ

れは眞の遺傳ではな く胎盤 を通 じて母髄の免疫膿が胎仔に移行するものであることが謹明せ ら

れた.更 に冤疫母が分娩後生仔 を哺乳することによつて経 口的に も移行することが讃明せ られ

7二.而 して又 トリパ ノゾーマ性冤疫物質の生仔の罷内に保有せ られる期間は20日 以上40日 以

内の もの最 も多 く,40日 以内の短時日の間に全部 これが消失することは,仔 への冤疫物質の移

行機韓が他働的 であることを間接に物語 るものである.こ れ等の成績 はEhriichの 實験成績及

Kleine u. MδIlersの 犬 ピロプラズマ病 に於ける結果 とも一致 して居 る.尚 叉仔のア現象債は

母艦のそれに比例 すること,及 び同一腹の生仔は略一様に冤疫腿を保有する等のことが讃明せ

られず二.

  VI結   論

 L Fリ パ ノゾーマ・エクイペル ドウム感染により焚生 した冤疫罷(ア グ ロメリン)は母罷の胎

盤を通 じて胎仔に移行する.
            ら

 2.加 之アグ ロメ リンは分娩後哺乳に際 して乳汁 を介 して経 口的 に生仔に移行する・

 3.冤 疫母艦 より移入を受けたアグ ロメリンは生後20日 以上40日 以内生仔の燈内に保有せ

られるのを普通 とする.而 して40日 以内に全部滑失する.

                   (65)



           ト リパ ノ ゾ ミアPジ スの先 天 性 免 疫 に 關 す る實 験 的 研究

 4・ 生 仔 の 保 有 す る ア グ ロ メ リ ン 債 は 母 艦 の そ れ よ り も弱 い ・而 して 仔 の ア 債 は 親 の 夫 れ に 比

例 す る.

 5.母 艦 の 冤 疫 獲 生 の 特 に 不 充 分 な る時 期 に 於 て は ア グ ロ メ リ ン は 仔 に 移 行 し な い ・

 6冤 疫 母 の 同 腹 に 生 れ た 仔 の ア グ ・ メ リ ン 債 は 略 … 様 で あ る ・

 欄 筆 す るに臨 み終 始 御 懇 篤 な る御 指 導 と御 膝 閲 を賜 は り し恩 師 松 本 敏 授 に 封 し深 甚 の 謝 意 を表 す.

                                (第9回 大 阪講 演 會 に 於 て登 表)

  丈  獄

 1)Ehrlich:Uber Immunittit durch Vererbung u. S浅ugung。 Z. f. Hyg. u. Infektionskrh.1892,12,

   183.

 2)cit. n. Morgenroth u. Braun. Kolle u. Wassermann:Handbuch d. pathog. Mikroorganismen,

  B.II.2,1155.

 3)Kleine u. M611ers:Uber vererbte Immunitat. Z. f, Hyg.1906,55,179。

 4)Messik:Uber Thrombocytobarine gegen Amoeba endolimax u. Leishmanla tropica. C. f. Bakt.

  Orig. 1926, lOl,413.

 5)Ratner, Jackson a. Gruehl:Transmission of protein hypersensitiveness from mother to offspring.

  」.of Immunol.1927,14,249.

 6)Kreidl u. Mandl:Vber den Vbergang der Immunhaemolysine von der Frucht auf die Mutter.

  Wien Klin. W.1904,22.

 7)StUhmer:Fragen des Syphilisablaufes im Lichte experimenteller Trypanosomenforschung.

  Archiv f, Derm.132,377.

 8)柏 原:免 疫 盟 の 胎 盤 通 過 性 に 關 す る研 究(第1回 報 告),健 康褥 婦 並 初 生 見 血 清 の菌 並血 球 凝 集 素 及溶

  血 素 の 關 係,日 本 微 生 物 學 會雑 誌,大 正14年,19,1211.同(第2回 報告).家 兎 自働 免 疫並 に造 抗原

   の 透 過 實 験 ・ 同雑 誌,大 正14年,19,2099.同(第3回 報 告)・ 海 狸 胎 仔 の 抗 盟(血 球 凝 集 素)産 生 能 力

  に 就 ての 實ee..同 雑 誌,大 正14年,19,2120.

 9)三 木:再 臨 熱 ス ビ ロ へ 一 テIc關 す る實 験 的 研 究.輻 岡磐 科 大 學 雑 誌,大 正14年,18,532.

10)井 上:リ ー ケ ンベ ル グ氏 現 象 に 就 て,十 全 會雑 誌,昭 和3年,33,136.

1D鷲 見 ・松 澤:海 瞑 飴 見 免 疫 艦(凝 集 素)獲 生 に關 す る實 験 的 研究.愛 知 讐 學 會 雑 誌,大 正13年,31,4884,

12)阿 部:再 節 熟 ス ピ ・ ヘ ー タの 先 天 性 感 染 に 關 す る實 験 的 研 究 ・ 皮 膚 科 紀 要,大 正14年,6,351.

13)高 見:實 験 的 家 兎再 蹄 熟 に於 け る ア グ ロ メ ラチ オ ン現 象 の 研 究.皮 膚 科 紀 要,1932,20,No.3.

14)古 川:實 験 ト リパ ノゾ ミア ー ジ ス に於 け る免 疫 學 的研 究 第1回 報 告 ア グ ロ メ ラ チ オ ン の實 験 的 研 究.

  福 岡讐 科 大 學 雑 誌 ・ 昭 和2年,第20巻,第8號,60頁 ・

15)子 安:實 験 的 再 蹄 熟 の 免 疫 學 的 研究1ア グ ロメ ラチ オン現 象 に 關 す る研 究.皮 膚 科 紀 要,1930,16,

  240.

16)柳 川:ス ピ ロへ 一 タ性 免 疫 物 質 の遺 傳1(就 て.皮 膚 科 紀 要,1928,12,No.5.

17)長 谷 川:ト リパ ノ ゾー マ免 疫lc關 す る實 験 的 研 究.編 岡讐 科 大 學 雑 誌,1930,23,1925.

18)野44:

  a)再 錦 熟 の先 天 性it疫iC關 す る實 験 的研 究(1)経 再 蹄 熱 マ ウ ス の仔 獣 に 見 る難 接 種 性 に就 て・皮 膚 科

    糸己要, 第12巻, 第5號, 昭 禾03年.

  b)同(II)同 一 母 獣 よ 姓 れ た る仔 獣 の先 天 性Kue・vc就 て・ 同 誌 第・1,3 k,第1號 日召和4年 ・

  c)再 餓 熱 の 先天 性 菟 疫 に 就 て・ 日本 徹 毒 學 會雑 誌,第3巻,第4號,昭 和4年.

19)野 李 ・ 枷 川:再 蹄 熱 の 先 天 性 免 疫 と リー ケ ン ペル グ氏 反 庶 との 關 係 .皮 膚 科 紀 要,第13巻,第3號,

  昭 和4年.

                     (66)


